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日
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日
笹
野
、

日
美
砂
．

木
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十
六
日
遠
見
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塑
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配
蝕
刀
口
口
仏
馳
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棄
権
は
国
民
の
恥
で
す

投
票
は
二
十
日
の
午
前
七
時
か
ら

二
十
日
は
衆
議
院
議
員
と
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。

棄
権
は
国
民
の
恥
で
す
。
私
た
ち
の
生

活
を
、
私
た
ち
自
身
の
手
で
よ
く
す
る

た
め
に
一
人
残
ら
ず
投
票
し
ま
し
よ
う

．
お
金
や
義
理
人
情
に
か
ら
ま
れ
て
の
投

票
は
国
を
亡
す
も
と
で
す
。
よ
く
見
よ

く
聞
い
て
悔
い
の
な
い
投
票
を
し
ま
し

よ
う
。

衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
は
黒
色
刷
り

で
す
。
一
人
の
候
補
者
の
氏
名
だ
け

を
、
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
以
外
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
と
、
そ

の
票
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
は
ご
く

薄
い
み
ど
り
色
で
、
赤
色
刷
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
分
が
よ
く
な
い
と
思
わ

れ
る
裁
判
官
に
×
印
を
つ
け
て
投
票
す

る
の
で
す
。
最
高
裁
判
所
裁
判
官
は
、

憲
法
の
番
人
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活

を
規
律
す
る
す
べ
て
の
法
律
が
、
憲
法

aO
2
．轟’灘1鞭欝ミ蕪購

の
精
神
に
合
致
す
る
も
の
か
ど
う
か
を

判
定
す
る
重
要
な
職
務
で
す
，
慎
重
に

そ
の
人
を
検
討
し
、
審
査
い
た
し
ま
し

よ
う
。

字
が
書
け
な
い
人
、
盲
人
の
方
、
投
票

所
に
行
け
な
い
人
た
ち
に
は
、
代
理
投

票
や
点
字
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
や
旅
行
な
ど
で
、
投
票
日

畠

鱒
畷1議き＿

に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ

り
ま
す
、
．
不
在
者
投
票
期
問
は
十
九
日

ま
で
で
す
か
ら
、
選
管
事
務
局
で
お
す

ま
し
く
だ
さ
い
。

投
票
は
市
内
二
十
八
の
投
票
所
で
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
行
な
わ
れ
る

わ
け
で
す
。
市
で
は
こ
の
日
棄
権
防
止

の
た
め
に
投
票
開
始
の
午
前
七
時
、
正

午
、
午
後
三
時
、
午
後
五
時
に
そ
れ
ぞ

れ
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
。

か
な
ら
ず
見
て
お
い
て
く
だ
さ
い
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た
だ
い
ま
選
管
事
務

局
で
は
、
本
年
変
基

本
選
挙
人
名
簿
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に

見
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
今
後

の
選
挙
（
今
年
の
十

二
月
か
ら
一
年
聞
）

に
使
わ
れ
る
基
本
と

な
る
名
簿
で
詣
9
か
，
り

∬．

T
見
’
、
、
自
分
の

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
二
十
日
の
選
挙
に
使
用
さ
れ
る

補
充
選
挙
人
名
簿
も
、
十
三
日
か
ら
十

六
日
目
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
の

基
本
選
挙
人
名
簿
に
洩
れ
て
い
た
人
や

そ
れ
以
後
、
八
月
一
日
以
前
に
市
内
に

転
入
し
、
引
続
き
市
内
に
住
ん
で
い
る

人
。
十
月
三
十
一
日
で
満
二
十
才
に
な

っ
た
人
は
、
こ
の
補
充
選
挙
人
名
簿
を

か
な
ら
ず
見
て
、
自
分
の
名
前
を
た
し

　
　
新
道
交
法
で
き
る

新
し
い
道
路
交
通
法
が
で
き
ま
し
た

こ
の
法
律
は
、
十
二
月
二
十
日
か
ら

実
施
さ
れ
ろ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歩く人もご注意を
　
こ
の
新
し
い
法
律
に
よ

　
り
ま
す
と
、
歩
い
て
い

　
る
人
で
も
、
警
察
官
の

指
示
に
し
た
が
わ
ず
．
、

　
正
し
い
歩
行
を
し
な
い

　
時
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。
．

　
こ
の
法
律
で
は
自
動
車

　
の
種
類
も
少
し
改
め
ら

．
れ
て
い
ま
す
し
、
車
の

優
先
順
位
、
交
差
点
で

の
右
折
、
駐
車
禁
止
場
所
の
増
加
、

停
車
の
方
法
、
過
労
運
転
の
禁
止
な

ど
に
も
、
く
わ
し
い
き
ま
り
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

運
転
者
の
方
は
も
ら
う
ん
、
一
般
の

方
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
こ
の
新

し
い
法
律
の
内
容
を
お
ぼ
え
て
頂
き

た
い
も
の
で
す
。
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異
動
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岩
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＃
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10月臨時市議会

臨
予
算
二
億
入
千
入
百
万
円
き
ま
る

十
月
臨
時
市
議
会
は
、
先
月

二
十
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
議
会
に
は
昭
和
三
十
五

年
度
一
般
会
計
追
加
更
正
予

算
を
は
じ
め
、
市
職
員
定
数

条
例
の
一
部
門
改
正
す
る
条

例
な
ど
、
十
五
議
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
す
。

▽
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

市
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委

員
が
、
次
の
七
氏
に
き
ま
り
ま
し
た
。

損
評
委
選
任
、
起
債
承
認
な
ど
も

ゼハ9」F，9『” ’」・一H

大
坪
　
正

黒
木
　
進

河
上
賢
蔵

川
野
佐
一

児
玉
茂
雄

黒
木
利
一

　
増
田
太
三
吉

▽
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
ん
ど
新
し
く
農
業
共
済
事
業
が
市

　
に
併
合
に
な
り
、
そ
の
職
員
が
入
つ

　
た
こ
と
。
消
防
職
員
が
増
加
し
た
こ

　
と
な
ど
で
、
市
の
職
員
定
数
が
二
百

　
九
十
五
名
（
改
正
前
は
二
百
六
十
二

（
農
協
長
）

（
農
　
業
）

（
農
　
業
）
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農
協
、
長
）

（
農
　
業
）

（
農
協
長
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（
農
業
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　　　　　　スタートした日向中

日向中学校の開校式は、先月19日に同校の校庭で行なわれました。

この申学校で、今年から勉強するのは1年生451名、2年生339名、

合計79G名のよい子たちです。

先生方の数は23名で、初代の校長先生は、いままで東旧杵郡北方村

美々地中学校の校長先生だった斉藤忠義先生にきまりました。

　　　　（写真は日向中開校正）

　
名
）
に
な
り
ま
↓
た
一
．

▽
市
起
債
お
よ
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

　
◎
臨
海
工
業
地
帯
造
成
エ
事
負
担
金

　
と
港
湾
改
修
負
担
金
の
資
金
と
し
て

　
郵
政
省
の
簡
易
保
険
局
か
ら
四
百
七

　
十
万
円
’
を
借
り
↓
ま
距
ヲ
。
　
利
寧
雫
は
年
山
守

　
分
三
厘
で
す
。
三
十
七
年
度
か
ら
五

　
十
五
年
度
ま
で
毎
年
二
回
、
元
利
均

　
等
払
い
で
返
済
し
ま
す
．

　
◎
そ
の
ほ
か
、
火
葬
場
整
薦
事
業
資

　
金
、
富
申
分
教
室
整
備
事
業
資
金
な

　
ど
に
大
蔵
省
や
郵
政
省
か
ら
千
二
百

　
四
十
万
円
を
借
り
、
有
利
な
方
法
で

　
返
済
す
る
も
の
で
す
。

▽
市
一
般
会
計
追
加
更
正
予
算
に
つ
い

　
て
　
こ
ん
ど
五
千
九
百
四
十
六
万
七
千
三

百
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
規
模
は
二

億
八
千
七
百
八
十
二
万
七
千
二
百
円

と
な
り
ま
し
た
．
．
追
加
の
主
な
も
の

　
は
次
の
通
り
で
す
．
．

　
【
才
入
】
地
方
交
付
脱
決
定
に
よ
る

．
五
百
万
円
。
市
有
地
市
有
林
売
払
い

　
に
よ
る
千
六
百
九
十
二
万
一
千
六
百

箸
解

■
う
琳

　　　　バレー大会開く
　　秋ばれの交化祭に

3日の文化の日は、雲ひとつない秋晴れのよい天気でした。

この日、県内でもあちこちで多彩な行事がくりびうけられ

ました。

日向市では、第2回目の市バレーボール大会が市役所前の

広場で行なわれ、16チームが参加して、終日はなぱなしい

熱戦をくりひろげました。

参加チームは一般男子12チーム、女子4チームで、決勝戦

では市役所チームと岩脇青協チームが対戦し、市役所チー

ムが2対1で勝ち、王冠めタテをかちとりました。

　　　　　（写真は熱戦のバレー大会）
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円
。
国
罎
支
出
金
二
千
百
三
十
四
万

五
f
†
六
百
円
。
　
県
支
出
A
皿
四
H
百
一
万

．
円
な
ど
。

　
【
才
出
】
消
防
費
の
百
八
十
三
万
八

千
円
。
土
木
費
四
千
六
十
八
万
四
千

円
。
教
育
費
三
百
八
十
七
万
四
千
五

百
円
な
ど
。

移
転
登
記
後
に
新
所
有
者
へ

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

置
定
資
産
税
は
、
原
鍵
と
し
て
台
帳
名

儀
人
が
所
有
者
で
あ
り
、
．
補
税
義
務
者

で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
ま
‘
で
ど
お
り
か

わ
り
ま
せ
ん
が
、
固
定
資
産
の
売
買
な

ど
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
い
ま
ま
で
は

移
転
登
記
が
す
ん
で
い
な
く
て
も
、
税

金
は
新
し
い
所
有
者
に
賦
課
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
税
法
h
正
当
な
取
り

扱
い
で
な
い
こ
と
と
．
資
産
証
明
、
滞

納
処
分
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
務
上
の

障
害
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
か
ら

こ
の
点
を
規
定
通
り
に
改
め
る
こ
と
に

な
一
・
ソ
↓
嵐
し
た
。

登
記
名
儀
人
が
生
存
者
で
あ
る
場
合
移

転
が
あ
っ
て
も
、
移
転
登
記
が
す
ま
な

い
限
り
、
そ
の
名
儀
人
が
納
税
義
務
者

で
あ
る
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有

者
が
移
転
し
て
も
登
記
替
え
が
し
て
な

‘
い
土
地
．
家
屋
は
旧
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
か
ら
、
所
有
者
の
移
転
が
あ
っ

た
場
合
は
、
毎
年
年
度
末
ま
で
に
は
移

転
登
記
を
す
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
移
転
登
記
は
す
ん
で

い
な
か
っ
た
が
、
税
金
は
新
所
有
者
に

課
税
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
方
に

も
、
来
年
獲
か
ら
は
登
記
替
え
を
し
ま

せ
ん
と
旧
所
有
者
に
課
税
き
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
い
ま
ま
で
の
例
に
よ
っ
て
新

旧
所
有
者
間
に
や
り
と
り
さ
れ
る
税
金

相
当
額
の
内
訳
は
、
税
務
課
の
資
産
係

に
申
し
で
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
計
算

書
を
作
っ
て
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
念

の
た
め
申
し
そ
え
て
お
き
ま
す
。

層

七

火
の
も
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

26

冾
ｩ
ら
全
国
火
災
予
防
運
動

二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
全

国
火
災
予
防
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
．

こ
れ
か
ら
冬
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
最

も
火
災
の
多
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
お
恵
み
前
や
外
出
さ
れ
る
時
は
、

も
う
一
度
火
の
も
と
を
確
め
て
く
だ
さ

い
．
ま
た
、
映
主
導
や
旅
館
な
ど
人
の

多
く
集
る
所
で
は
非
常
口
、
非
常
階
段

な
ど
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
油

や
火
薬
を
取
扱
っ
て
い
ら
れ
る
方
は
、
．

そ
の
保
管
取
扱
い
に
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
期
間
中
は
消
防
団
と
と
も
に
、
か

ま
ゼ
、
電
気
な
ど
の
調
査
を
行
な
い
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽▽▽▽た
佳三ニー。
作席席席＿

安
藤
忠
夫

長
友
朗

山
下
泰
彦

黒
木
　
進

安
藤
思
夫

（
市
内
本
町
区
）

（
宮
崎
市
栄
町
）

（
市
内
中
原
区
）

（
市
内
江
良
区
）

（
市
内
本
町
区
）

な
る
べ
く
お
早
く

・
一
国
民
年
金
の
加
入
届
出
1

き
よ
出
制
国
民
年
金
の
届
出
は
、
十
月

一
日
か
ら
市
民
課
で
受
付
け
て
い
ま
す

が
、
届
け
の
す
ん
だ
人
は
ま
だ
一
千
二

百
人
位
で
、
適
用
者
推
定
人
員
の
一
万

三
千
人
の
一
割
程
度
で
す
。

年
金
係
員
は
皆
さ
ん
の
便
宜
を
は
か
る

た
め
、
現
在
毎
日
各
部
落
に
出
か
け
て

説
明
を
し
な
が
ら
、
届
出
用
紙
を
持
っ

て
印
を
押
す
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
ま
す
が
、
係
員
も
三
咲
位
で
廻
っ
て

い
る
の
で
廻
り
き
れ
ま
せ
ん
。

強
制
適
用
に
該
当
す
る
方
に
は
、
区
長

班
長
さ
ん
を
通
じ
届
書
用
紙
を
記
布
し

ま
す
の
で
、
示
さ
れ
た
・
期
間
に
区
長
、

班
長
さ
ん
宅
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

…
申
告
所
得
税
二

　
　
　
入
選
発
表

　
　
　
　
　
－
慰
霊
塔
ア
イ
デ
ア
ー

　
市
で
先
月
ま
で
募
集
し
て
い
た
慰
霊
塔

　
ア
イ
デ
ア
は
、
締
切
日
ま
で
二
十
一
点

　
掲
な
り
、
こ
の
ほ
ど
審
査
が
行
な
わ
れ

ダ
ま
し
た
ρ
審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
し

第
二
期
分
は
早
目
に

こ
ん
月
は
申
告
所
得
税
第
二
期
分
の
納

税
の
月
で
す
。
月
末
に
は
か
な
ら
ず
納

め
て
く
だ
き
い
。

こ
と
し
は
豊
作
が
予
想
き
れ
、
景
気
も

よ
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
昨
年
の
所
得
よ
り
・
」
と
し
の
所

得
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
納

税
額
が
確
定
申
告
の
第
一
一
、
期
分
に
し
わ

よ
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
十
一
月
予
定
申

比
口
、
修
一
開
申
生
口
芦
鴇
こ
で
月
末
ナ
虜
で
に
納

め
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

も
し
廃
業
な
ど
で
昨
年
の
所
得
よ
り
こ

と
し
の
見
積
所
得
が
減
る
と
思
わ
れ
る

人
は
十
五
日
ま
で
に
収
支
計
算
書
を
そ

え
て
「
予
定
納
税
額
の
更
正
請
求
書
」

を
税
務
署
の
方
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
十
一
月
予
定
（
修
正
）
申
告
書
、

予
定
納
税
額
の
更
正
請
求
書
の
用
紙
は

税
務
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
必

要
な
方
は
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ス
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬

　
　
　
日
向
市
代
表
に
板
東
さ
ん

二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
行
な
わ

れ
た
、
宮
崎
袖
H
宮
・
大
祭
の
ミ
ス
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
馬
日
向
市
代
表
に
、
板
東
田
鶴

子
（
幻
才
）
き
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

板
東
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
富
島

高
等
学
校
の
普
通
科
を
卒
業
し
、
い
ま

日
向
興
業
銀
行
富
島
支
店
の
出
納
係
に

つ
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
．
．

趣
味
は
、
と
聞
け
ば
ニ
ツ
コ
リ
笑
っ
て

生
花
と
お
琴
、
』
、
わ
め
て
お
し
と
や
か

　
身
長
一
六
〇
セ
ン
チ
、
体
重
五
〇
キ
．

　
ロ
グ
ラ
ム
、
バ
ス
ト
八
四
セ
ン
チ
、

　
ウ
エ
ス
ト
六
〇
セ
ン
チ
、
ヒ
ッ
プ
九

　
四
セ
ン
チ
」

住
所
は
市
内
南
町
八
〇
五
九

推
せ
ん
者
は
市
議
会
議
長
柏
田
勝
氏

「
　
　
．

　
M

’

「
歪

写
真
は
板
東
田
鶴
子
さ
ん

㌔
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＝
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＝
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保
険
料
を
滞
納

　
　
　
し
た
場
合

来
年
四
月
か
ら
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
保

、

　
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
ど
う
す
る
か

　
か
ら
説
明
し
ま
す
。

毎
年
の
保
険
料
は
、
翌
年
の
四
月
三
十

　
日
を
過
ぎ
る
と
現
金
で
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
は
強
制

社
会
保
険
で
す
か
ら
悪
質
滞
納

者
は
、
国
税
徴
収
滞
納
処
分
の

例
に
よ
り
処
分
さ
れ
ま
す
。

普
通
納
期
限
は
三
ケ
月
分
を
そ

ま
た
受
給
要
件
と
し
て
一
定
の
期
間
保

険
料
を
納
め
た
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

所
定
の
期
間
と
い
い
ま
す
の
は
、
大
正

五
年
三
月
一
二
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
人

（
四
十
五
才
を
こ
え
る
人
）
は
十
年
、

以
下
年
令
が
一
つ
若
く
な
る
ご
と
に
一

年
つ
つ
増
し
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
以

後
に
生
れ
た
人
（
三
十
一
才
を
こ
え
な

の
次
の
月
の
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
年
金
給
付
の
種
類

　
　
◇
老
令
年
金

六
十
五
才
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
死
亡

す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
．

保
険
料
が
定
額
で
す
か
ら
、
納
め
た
期

間
で
給
付
さ
れ
る
年
金
額
が
違
い
ま
す

い
人
）
は
、
二
＋
五
年
以
上
納
め
る
こ

と
が
要
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
額
は
四
万
二
千
円
ま
で
で
す
。

◇
障
害
年
金

日
常
生
活
に
著
し
く
不
自
由
な
身
体
障

害
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
に
応
じ
て
二
万
四
千
円

か
ら
四
万
二
千
円
ま
で
と
な
り
ま
す
．

◇
母
子
年
金

　
妻
が
被
保
険
者
と
し
て
一
定
期
間
保
険

　
料
を
納
め
た
後
、
夫
と
死
別
し
、
十
八

　
才
未
満
の
子
を
か
か
え
て
い
る
と
き
に

　
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
万
九
千
二
百
円
か

　
ら
二
万
五
千
八
百
円
ま
で
で
、
子
が
二

　
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
　
一
人
増
す
ご
と

　
に
年
四
千
八
百
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

◇
遺
児
年
金

紛
両
親
と
死
別
し
た
十
八
才
未
満
の
子
か

（
十
八
才
以
上
二
十
才
未
満
の
身
体
障
害

・
の
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
◇
寡
婦
年
金

　
　
夫
が
老
令
年
金
の
受
給
に
必
要
な
要

　
　
件
を
満
た
し
て
い
な
が
ら
、
六
十
五

　
才
未
満
で
死
ん
だ
今
生
に
、
十
年
以
上

　
つ
れ
そ
っ
た
妻
に
六
十
才
か
ら
支
給
さ

　
れ
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
年
金
額
は
夫
の
受
け
る
は
ず
で
あ
っ
た

　
年
金
額
の
半
額
で
す
．
　
㌦
（
市
民
課
）



蟻

．
雪
㌔

撫き轟ジ釜哺

満
　
才
を
む
か
え
た
市
潰
防
署

記
念
植
樹
や
記
念
撮
影
を
行
な
う

．
・
消
防
署
が
誕
生
し
て
、
さ
る
十
七
日
で

二
測
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

藩
糊
繋
灘
欄
繕

謁
欝
難
蟹
勲
等
君
影
黎

酬
ま
た
、
こ
の
記
念
式
典
で
消
防
功
労
の

…
あ
っ
た
方
、
吉
野
正
晃
さ
ん
ら
十
一
名

く　

．
晦
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

紳
9
、

～
青
年
会
館
を
作
り
ま
す

｛
　
冨
馨
に
ご
協
力
を

マ
咋
年
か
ら
働
く
青
年
の
集
い
の
場
所

　
「
青
年
会
館
」
の
建
設
基
金
を
作
る
た

焼
め
、
一
億
円
貯
蓄
を
行
な
っ
て
い
ま
す

　
し
か
し
、
青
年
だ
け
で
は
な
か
な
か
あ

　
つ
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
ご
一
般
の
方
々

呪
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
今
年
度
中

へ

剛
に
ぜ
ひ
一
．
億
円
貯
蓄
を
達
成
し
た
い
と

…
考
え
て
い
ま
す
。

ぬ

　
こ
れ
か
ら
先
、
青
年
会
員
が
各
金
融
機

　
関
の
契
約
書
を
も
つ
て
各
家
庭
を
お
た

…
ず
ね
し
ま
す
の
で
・
百
（
千
円
）
で

。
も
二
口
で
も
ご
加
入
く
だ
さ
っ
て
、
青

恥
年
会
館
建
設
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

　
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
青
年
会
館
は
、
宮
崎
市
に

　
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

弊
こ
の
会
館
は
、
次
の
世
代
を
背
負
う
青

ぴ
年
た
ら
の
集
い
の
場
所
と
な
る
わ
け
で

す
。

18

叝
ﾒ
岩
脇
、
幸
脇
、
美
々
灘
地
区

9
日
目
富
高
、
細
島
地
区

米
の
配
給
店
を
変
え
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

お
米
の
配
給
店
を
属
吏
し
ょ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
市
役
所
か
各
支
所
、
出
張

所
に
届
け
で
て
く
だ
さ
い
。

配
給
店
変
更
の
受
け
つ
け
期
間
は
、
二

十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
変
更
届
け
を
さ
れ
る
場
合
に
、

主
要
食
糧
三
人
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
手
続
方
法
は
、
登
録
店
変

更
届
書
用
紙
が
各
配
給
係
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
か
ら
、
受
け
つ
け
期
間
前
に

受
け
と
っ
て
、
所
定
の
手
続
を
す
ま
し

て
ご
提
出
ね
が
い
ま
す
。

手
続
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
そ
の
と
き
配
給
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

旧
登
録
店
の
米
穀
の
代
金
貸
借
関
係
が

整
理
ず
み
で
な
い
と
配
給
登
録
店
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

参
笏
魍
掛

　P

　
生
活
保
護
妻
の

㎝
　
支
替
が
変
り
芒
た

講
蘇
数
囎
8
鰭
保
護

動運治退
ね
ず
み
一
匹
で
．
ハ
イ
ク
が
当
る

こ
と
し
も
ま
た
一
日
か
ら

三
十
日
ま
で
県
下
一
層
目

に
ね
ず
み
退
治
運
動
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

昨
年
第
一
回
の
ね
ず
み
駆

除
運
動
で
退
治
し
た
ね
ず

み
は
、
県
下
で
一
〇
へ
、
．
乃

匹
（
当
市
四
万
匹
）
、
金

額
に
し
て
約
三
億
円
の
叢

害
を
ま
自
が
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
昨
年
つ
眠
果
を

よ
り
上
廻
る
よ
う
市
民
の

み
な
き
ん
の
こ
の
運
動
に

対
す
る
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
、

ネ
オ
メ
ツ
ソ
十
五
円
、
ヶ
コ
メ
ツ
ソ

ニ
十
円
、
ネ
コ
イ
ラ
ズ
団
子
三
十
円

固
型
安
全
猫
三
十
円
。

　
　
詫
3
　
7
」
～
y
．
一
四
一
一
曹
㍗
．
一
一
一
聾
二
一
．
一
…
ζ
．
璽
ギ
．
，
鐸
～
“
巳
冒
皿
・
ぎ
」
弓
“
．
潅

楓
着
璽
膨
隆

論
議
脚
．霞塑

　
▽
定
期
種
痘
、
予
防
接
種

　
　
該
当
者
は
生
後
ニ
カ
」
月
か
ら
十
ニ
カ

　
　
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
、
小
学
入
学
前

　
　
六
ヵ
月
以
内
の
方
、
小
学
六
年
生
、

　
　
一
回
も
定
期
種
痘
を
受
け
た
こ
と
の

　
　
な
い
人

　
時
間
は
一
時
か
ら
四
時
ま
で

　
料
金
は
一
人
当
り
十
円

　
1
1
日
財
光
寺
小
（
財
光
寺
全
区
と
秋

　
留
区
）
　
1
4
日
細
島
小
（
細
島
全
区

　
　
と
畑
浦
）
　
6
日
塩
見
小
（
塩
見
全

　
区
）
　
1
7
日
庄
手
公
民
館
（
庄
手
、

　
梶
木
区
）
　
B
日
日
知
屋
小
（
日
知

　
星
全
区
）
　
3
0
日
市
講
堂
（
富
高
地

　
区
と
亀
崎
、
鶴
町
区
）

▽
流
行
性
惑
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

　
注
射
料
　
大
人
二
百
円
、
子
供
百
円

　
1
0
日
細
島
地
区
（
戸
田
医
院
）

・
　
二
言
　
乙
・
，
　
・
誓
　
　
．
8
「
　
．
．
＝
曾
　
畠
＝
　
三
＝
「

…
　
」
言
「
畠
マ
5
一
一
．
．
；
●
‘
9
甲
．
る
”
・
．
‘
靴

1
1
．
日
岩
脇
地
区
（
渡
辺
病
院
）

41

厓
K
脇
地
区
（
福
田
医
院
）

15

哿
�
X
津
地
区
（
三
股
病
院
）

16

厲
s
役
所
講
堂
（
富
高
地
区
）

「
日
向
市
の
歌
」
募
集

みずね
期
間
中
に
退
治
し
た
ね
ず
み
を
市
衛
生

課
か
各
支
所
、
出
張
所
に
持
っ
て
お
い

で
に
な
る
と
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
時

計
な
ど
多
く
の
賞
品
の
当
る
宝
く
じ
を

さ
し
上
げ
ま
す
、

薬
品
（
殺
そ
剤
）
は
各
区
ご
と
に
必
要

量
を
と
り
ま
と
め
て
、
最
寄
り
の
薬
局

で
お
買
求
め
く
だ
さ
い
、
薬
品
一
個
お

買
い
上
げ
に
つ
い
て
も
同
様
な
宝
く
じ

を
さ
し
上
げ
ま
す
。

▽
薬
品
の
価
格

市
制
十
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て

「
日
向
市
の
歌
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

▽
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土
建
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を
た
た
え
、
市
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展
の
た
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の
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り
あ
げ
る
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う
な
も
の
で
、
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る
く
市
民
が
い
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も
口
ず
さ
め
る
も
の

▽
期
限
　
十
一
月
三
十
日
ま
で

▽
形
式
　
自
由
、
た
だ
し
五
節
以
内

▽
賞
金
　
入
選
一
篇
に
一
万
円
ほ
か
、

　
佳
作
若
干
に
干
円
ず
つ
。

▽
送
り
先
市
役
所
総
務
課
内

▽
封
書
に
は
「
日
向
市
の
歌
原
稿
」
と

朱
書
の
こ
と
。
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　　　　　　　課長さんもお勉強

藷鰯灘誘議磨輔駒自治学院から
この勉強は監督者研修．といって市民の皆さんに対するサ
ービスの仕方を勉強するものです．
何十年ぶりかに生徒きんになった課長さんたちは、大汗
をかきながb勉強しておられました。
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細島と幸脇に魚のアパート
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